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第３回 地下水マネジメント研究会



地下水マネジメントにおける地下水観測

1

取組の契機

他の地方公共団体との連携
を要する場合

関係機関・地域の関係者等と
の連携

議会への説明、住民への
周知

取組開始の準備

提案地方公共団体内の
認識の共有

勉強会（準備会）の開催

【DO】 取組等の実施

【CHECK】 取組の評価

【ACTION】 地下水マネジメント
計画の見直し

【ACTION】 地下水マネジメント
の基本方針の見直し

取組の体制に関する評価

取組の成果に関する評価

取組のプロセスに関する評価

取組結果の共有及び合意事務局設置

協議会設置

【PLAN】 地下水マネジメント
計画の決定

協議会開催への準備

既存資料・既存データの活用

観測計画作成･実施

段階的な調査の充実、
データ蓄積･活用



段階的な調査の充実、データ蓄積･活用
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統計資料・観測データ等
による概要把握

地下水マネジメント導入段階においては、地域の
地下水に関する文献、調査資料等の既存資料
を収集し、地下水の概要や地下水障害の履歴
等について整理する。

出典：地下水マネジメントの手順書 技術資料編 に加筆

現地調査等による
定量化

一斉測水調査で地域の地下水位分布と地下水
流れの方向の概要を把握する。



段階的な調査の充実、データ蓄積･活用

3出典：地下水マネジメントの手順書 技術資料編 に加筆

時間的・空間的な
データの充実と反映

地下水の見える化

既存データの空白地区、地下水障害の履歴の有る地
区、地域の地下水位変動を代表する箇所など、
重要な箇所から継続観測を開始する。

観測以外の方法
による概要の推定

詳細調査の準備



空間的な調査の充実と活用（地下水位分布図作成･流れ方向の把握等）

4

観測箇所 地表 地下水

１箇所 ある地点の地盤高 ある地点の地下水位

３箇所 観測範囲の地表勾配・向き 観測範囲の地下水勾配・向き

多箇所 等高線図 地下水位分布図

出典：地下水マネジメントの手順書 技術資料編 に加筆



時間的な調査の充実と活用（状況把握･異常の察知）

5出典：安曇野市地下水資源強化・活用指針

継続的な観測データには
地下水が安定しているか
汲み上げすぎていないか

もっと汲み上げてもよさそうか
ヒントが詰まっている

地下水位の変動データは、地下水利用と、
その持続性の確保に活用できる貴重なデータ



ケース設定（既存井戸の活用等による実態把握の流れ）

6

【課題】

・ 新たに地下水を揚水したり、揚水量を増加した場合に
地下水が枯渇しないか不安

・ 得られるデータや既存井戸の活用により、地域の地下水の
概要を把握したい

【ケーススタディ】
・地形、地質から地域の地下水をイメージする
・地域の地下水に関する情報を集める
・地下水位観測井戸を選定（設置）する
・地下水位を観測する
・把握することが望ましい関連情報の例
・地下水位観測データを活用する
・段階的に調査を充実させる
・地下水位観測と併せて実施することが有効な技術



地形、地質から地域の地下水をイメージする
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盆地の地下水流れ

出典：日本の地下水（山形盆地の例に加筆）

出典：地下水要覧に加筆



地形、地質から地域の地下水をイメージする
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扇状地の地下水流れ

出典：地下水要覧に加筆

出典：日本の地下水（松山平野の例に加筆）



地形、地質から地域の地下水をイメージする
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扇状地における事例地質に応じた地下水流れ

透水性の低い地層
（粘性土層等）

透水性の高い地層
（砂礫層、砂層等）

取水している帯水層が
異なる場合がある

細かい砂などの地層は隙間が少なく
地下水が通りにくい

粗い礫などの地層は隙間が多く
地下水が通りやすい

【地下水利用されやすい】



地形、地質から地域の地下水をイメージする
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地下水と河川水の関係

出典：地下水調査および観測指針(案)に加筆

①平衡河流

②失水河流

河川が地下水を涵養

・扇状地河川上流域（扇頂）
・天井川
・降雨で河川水位が上昇した場合 等

地下水が河川に流出

・谷筋の河川
・深い掘込河川
・渇水や河床低下で河川水位が低下した場合 等

地下水位と河川水位が同等

③得水河流

河川

地下水の流向

水位等高線

地下水の流向

地下水位の等高線



地形、地質から地域の地下水をイメージする
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扇状地における事例

出典：地下水マネジメントの手順書 技術資料編

地域の地形、地質を調べる

分類 資料名 発行／提供元

書籍
日本の地下水

農業用地下水研究グループ「日本の地下水」編集委員
会、地球社

地下水要覧 地下水要覧編集委員会、山海堂

地図

水文環境図 産業技術総合研究所地質調査総合センター
https://www.gsj.jp/Map/JP/environment.html
（CD販売）水理地質図

地下水マップ（水基本調査）

国土交通省国土政策局国土情報課
http://nrb-
www.mlit.go.jp/kokjo/inspect/landclassification/
water/w_national_map_cw.html

20万分の1 土地分類基本調査

国土交通省国土政策局国土情報課
http://nrb-
www.mlit.go.jp/kokjo/inspect/landclassification/
land/l_national_map_20-1.html

20万分の1 日本シームレス地質図
産業技術総合研究所地質調査総合センター
https://gbank.gsj.jp/seamless/seamless2015/2d/

データベース 国土地盤情報検索サイト「KuniJiban」
国土交通省
http://www.kunijiban.pwri.go.jp/jp/



地形、地質から地域の地下水をイメージする
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扇状地における事例

出典：地下水マネジメント推進プラットフォーム ポータルサイト

地域の地形、地質を調べる（日本の地下水）

出典：地下水マネジメント推進プラットフォーム ポータルサイト



地形、地質から地域の地下水をイメージする

出典：地下水マネジメント推進プラットフォーム ポータルサイト

地域の地形、地質を調べる（日本の地下水）

13



地形、地質から地域の地下水をイメージする

14出典：地下水マネジメント推進プラットフォーム ポータルサイト



地域の地下水に関する情報を集める
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地域の既存資料･データを集める

Ｗｅｂ上に公表されている地下水関連情報の例

出典：地下水学会ホームページ



地域の地形、地質を調べる（地下水要覧）

地形、地質から地域の地下水をイメージする

16出典：地下水要覧（左：地下水域位置図、右：高知平野に関する資料の例）

高知平野に関する情報の例（物部川近傍地下水位分布図）

掲載されている地下水域一覧



地域の地下水に関する情報を集める
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地域の既存資料･データを集める
国・地方公共団体等が把握している柱状図（地質情報）の公表事例 ： 国土地盤情報データベース

出典：国土地盤情報データベース（https://ngic.or.jp/）

高知平野における地質（柱状図）情報の例



地域の地下水に関する情報を集める
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地域の既存資料･データを集める

国・地方公共団体等が把握している柱状図（地質情報）の公表事例 ： 国土地盤情報データベース

出典：国土地盤情報データベース（https://ngic.or.jp/）

高知平野における地質（柱状図）情報の例

帯水層



地域の地下水に関する情報を集める
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地域の既存資料･データを集める

国が把握している地下水資料（深井戸）の公表事例

出典：国土数値情報ダウンロードサイト「全国地下水資料台帳調査HP」

39 度 0 分 0 秒 度 0 分 0 秒

年 5 月 19 日

年 5 月 21 日

m 年 5 月 21 日

5 年 月 日

年 5 月 21 日

m 年 月 日

層 年 5 月 21 日

m 年 月 日

mm （ｍm単位） 年 月 日

Ａ 年 月 日

～ ＝ ～ ＝ ～ ＝

～ ＝ ～ ＝ ～ ＝

～ ＝ ～ ＝ ～ ＝

℃ mg/l mg/l

mg/l mg/l

mg/l mg/l

mg/l mg/l

調査年度 2021 所有者 施工業者 1/1

都 道 府 県
コ ー ド

市 町 村
コ ー ド

211 経 度 0 緯 度 0

 さ く 井 開 始 2020

 さ く 井 完 了 2020

地 盤 標 高 7.8 （ｍ単位） 2020 2.50 m

m

2020 3.00 m

掘 削 深 度 11.00 （ｍ単位） m

m
3
/d

1 （合計の層数） 2020 93.60 m3/d

掘 削 口 径 114 m
3
/d

ス ク リ ー ン

8.00

仕 上 げ 口 径 70 （例：３００）　 m3/d

化　　　石 化　　　石

動 植 動 植

地　質　名　称

0.00 ～ 2.00   礫質土 ～

2.00 ～ 11.00   玉石混り 砂礫 ～

～ ～

～ ～

～ ～

～ ～

～ ～

～ ～

～ ～

～ ～

～ ～

～ ～

～

～

～

水     温  塩        素  カルシウム

鉄  Ｍアルカリ度

 ｐＨ  蒸発残留物  マグネシウム

 過マンガン酸　

 カリ消費量
mg/l

 スクリーンの位置　(m)

mg/l

mg/l

飲料適:1　不適:0 飲料の適否

化石　あり：１

深 度 (m)  深　　　　度　　(m)地　質　名　称

硝酸性窒素
および

亜硝酸性窒素

 総  硬  度  硫        酸

 揚 水 水 位

 揚  水  量

 自  噴  量

　　日付はすべて西暦

野市町中ノ村

 自 然 水 位

（ｍ単位）

地 下 水 使 用 目 的
　１：生活用，２：都市用，３：工業用，
　４：農業用，５：その他，６：未利用

井 戸 の 所 在 地

水 　　  　質

検出限界以下：　　   0
（例： ～未満，～以下）

多量の場合：　99999
（例：極めて，やや多量等）

　　　アンモニア性窒素　　　

3.00 11.00 8.00



地域の地下水に関する情報を集める
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井戸台帳による取水対象の帯水層･深度の確認（全国地下水資料台帳調査HP）

出典：国土数値情報ダウンロードサイト
（全国地下水資料台帳調査）

39 度 0 分 0 秒 度 0 分 0 秒

年 5 月 19 日

年 5 月 21 日

m 年 5 月 21 日

5 年 月 日

年 5 月 21 日

m 年 月 日

層 年 5 月 21 日

m 年 月 日

mm （ｍm単位） 年 月 日

Ａ 年 月 日

調査年度 2021 所有者 施工業者 1/1

都 道 府 県
コ ー ド

市 町 村
コ ー ド

211 経 度 0 緯 度 0

 さ く 井 開 始 2020

 さ く 井 完 了 2020

地 盤 標 高 7.8 （ｍ単位） 2020 2.50 m

m

2020 3.00 m

掘 削 深 度 11.00 （ｍ単位） m

m
3
/d

1 （合計の層数） 2020 93.60 m3/d

掘 削 口 径 114 m3/d

ス ク リ ー ン

8.00

仕 上 げ 口 径 70 （例：３００）　 m3/d

化　　　石 化　　　石

動 植 動 植

地　質　名　称

0.00 ～ 2.00   礫質土 ～

2.00 ～ 11.00   玉石混り 砂礫 ～

～ ～

～ ～

深 度 (m)  深　　　　度　　(m)地　質　名　称

 揚 水 水 位

 揚  水  量

 自  噴  量

　　日付はすべて西暦

野市町中ノ村

 自 然 水 位

（ｍ単位）

地 下 水 使 用 目 的
　１：生活用，２：都市用，３：工業用，

　４：農業用，５：その他，６：未利用

井 戸 の 所 在 地

～ ＝ ～ ＝ ～ ＝

～ ＝ ～ ＝ ～ ＝

～ ＝ ～ ＝ ～ ＝

℃ mg/l mg/l

mg/l mg/l

mg/l mg/l

mg/l mg/l

～

～

～

水     温  塩        素  カルシウム

鉄  Ｍアルカリ度

 ｐＨ  蒸発残留物  マグネシウム

 過マンガン酸　

 カリ消費量
mg/l

 スクリーンの位置　(m)

mg/l

mg/l

飲料適:1　不適:0 飲料の適否

化石　あり：１

硝酸性窒素
および

亜硝酸性窒素

 総  硬  度  硫        酸

水 　　  　質

検出限界以下：　　   0
（例： ～未満，～以下）
多量の場合：　99999

（例：極めて，やや多量等）
　　　アンモニア性窒素　　　

3.00 11.00 8.00

高知平野の取水井戸の例

自然水位：
揚水試験開始時の地表面から
井戸内地下水面までの深さ

スクリーンの位置：地下水を取水している深さ



地下水位観測井戸を選定（設置）する

21出典：水文水質データベース

既存の観測井戸の確認



地下水位観測井戸を選定（設置）する

22出典：水文水質データベース

既存の観測井戸の確認

高知平野の観測井戸の例（物部川高田（日章））



地下水位観測井戸を選定（設置）する
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既存の観測井戸の確認



地下水位観測井戸を選定（設置）する
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○観測への活用が期待できる既存井戸の例

既存井戸の情報を収集する

地域の既存井戸： 防災井戸、家庭の井戸、企業の井戸（取水用・非常用）
公共工事等に伴い設置された観測井戸※ 等

・観測対象の帯水層のみから取水している井戸
（ポンプ停止後、十分に時間をおいてから測水する必要あり）

・過去に地下水位観測を行ったことがあり、経年変化の参考となる井戸

△観測への活用に注意を要する既存井戸の例
・近隣に稼働中の井戸（水道水源・事業用水源等）がある井戸

（自然状態を継続的に把握したい場合は適さない）

・近隣に地下水位への影響が考えられる河川・池沼等がある井戸
（局所的な影響を除いた流れの全体像を把握したい場合は適さない）

×観測への活用が難しい既存井戸の例
・複数の帯水層から取水している井戸

（特に深井戸は要注意）

・長期間、利用も維持管理もされておらず目詰まり等が懸念される井戸

出典 ：第2回地下水マネジメント研究会資料
「観測位置と頻度について」（産総研）



地下水位観測井戸を選定（設置）する
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（参考）モニタリングの目的と観測井配置の例

出典：「地下水保全」ガイドライン（第二版） に一部加筆

地下水位のモニタリングイメージ

継続モニタリングは
3～5km四方に1箇所程度



地下水位観測井戸を選定（設置）する

26出典：地下水要覧

かつて一斉測水に用いた井戸（物部川近隣）

●自記水位計
●手測式水位計

一斉測水・継続観測に活用できるボーリング孔、各種既存井戸の確認

出典：https://publicweb.ngic.or.jp/etc/kochi/webgis/

こうち地盤情報公開サイト（物部川近隣）

1km



地下水位を観測する
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目的 いつ どこで どの層を

地域の地下水の
概況把握

一斉観測

（数年毎、年･
季節単位）

既存井戸を活用して、面的に
多数配置

・涵養域、流動域、湧出域
・対象地域、上下流域 等

地下水利用の対象と
なっている帯水層を
中心に観測

過剰揚水（産業・融
雪利用等）による井
戸枯れの予防

連続観測

（時間～日単
位）

井戸利用地域に基準井戸を
配置

取水対象となってい
る帯水層を観測

過剰揚水（渇水時等）
による広域地盤沈下
の再発防止

連続観測（日
～月単位）

地盤沈下地域に基準井戸を
設置

粘土層（圧密層）と近
接する帯水層

工事に伴う地盤沈下、
井戸枯れ等の回避

連続観測（時
間～月単位）、
工事前から観
測

掘削工事等による周辺影響
が懸念される範囲に配置

掘削の影響が及ぶ可
能性のある帯水層



地下水位を観測する

28

手測水位計による
水位観測

【一斉観測、定期観測】

自記水位計による
水位観測

【連続観測、自動観測】

出典：農業地域における持続的な 地下水利用の手引き を一部加工

手計式水位計

出典：農業地域における持続的な 地下水利用の手引き
～地下水観測のススメ～(農林水産省、H30.4)

自計水位計



把握することが望ましい関連情報の例
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気象状況
・ 地下水位は降雨による影響を受けることが多いため、地下水位データを参照

する際には、そのデータが計測された時点、および計測前の気象状況を確認
する必要がある。
一斉測水を実施する際は、一定期間無降雨が続いた後、近隣の地下水利用
が休止している時期等に実施することが望ましい。

地域の湧水の状況
・ 湧水は、地下水位が地盤高より高くなる箇所で生じるため、地下水位が低下

すると湧水量が減少、あるいは消失するなど、地下水位の変動を把握する上
で参考となる場合がある。

河川の状況
・ 河川水と地下水はつながっており、特に、河川水が地下水を涵養している地域

では、河川流量の減少や河川水位の低下が地下水位変動の要因となっている
場合もある。

地域の地下水取水の状況
・ 地下水取水箇所の近隣では、地下水位が大きく低下している場合がある。

取水井戸の近隣を避けて観測箇所を設置したり、一斉測水は取水していない
時期に実施することが望ましい。



地下水位観測データを活用する
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地下水位低下傾向の把握

出典：農業地域における持続的な 地下水利用の手引き

地下水取水量の増加に伴い、

地下水位の低下傾向が表れると、
井戸枯れが懸念される



地下水位観測と併せて実施することが有効な技術
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降雨、融雪、蒸発散、表面流出、地下浸透、地下水流動、河川、地下水揚水、及び河川水と地下水の水
交換などの水文プロセスを、地表水モデル・地下水モデルを基幹とした解析モデルに反映し、一体的かつ
広域的に解析を行うこと （国総研資料No.883「水循環解析に関する技術資料」より）

水循環解析モデルの概念図

出典：国総研資料No.883「水循環解析に関する技術資料」

水循環解析

主な参照データ

気象関係
・気象庁アメダス雨量データ
・気温データ（蒸発散量等算出用） 等

地形・地質関係
・国土地理院地形図データ、DEMデータ
・シームレス地質図（産総研）、土木地質図 等

河川関係
・河川水位、流量データ
・河道断面（主に河床高）データ 等

地下水関係
・地下水位データ（再現性確認用）
・地下水取水箇所、取水状況データ（時期・量等） 等

土地利用関係
・数値地図（土地利用）データ
・地形図、空中写真（過去の状況確認用等） 等



公開情報のみでモデル化した概略シミュレーションによる地下水位分布の推定

地下水位観測と併せて実施することが有効な技術
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既存井戸を活用した
一斉測水による地下水位分布図

国土数値情報等の公開情報のみによる
概略シミュレーション結果（地下水位分布・流動経路）

出典：地下水マネジメントの手順書 技術資料編 を一部加工 出典：https://www.getc.co.jp/webmap/ により作成

水循環解析



国土数値情報等の公開情報のみによる
概略シミュレーション結果（かん養量・流動経路）

地下水位観測と併せて実施することが有効な技術
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公開情報のみでモデル化した概略シミュレーションによる涵養量分布の推定

既存井戸を活用した
一斉測水による地下水位分布図

出典：地下水マネジメントの手順書 技術資料編 を一部加工 出典：https://www.getc.co.jp/webmap/ により作成

水循環解析



地下水位観測と併せて実施することが有効な技術
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観測候補箇所の配置イメージ
（目的：涵養対策の効果把握）

●異なる流動経路沿いに配置して、
それぞれの地下水位と勾配を確認

●流動経路間を補完して、面的な
地下水位分布を確認

概略シミュレーションによる観測井戸設置候補箇所の検討イメージ

出典：https://www.getc.co.jp/webmap/ に加筆出典：地下水マネジメントの手順書 技術資料編 を一部加工

留意点
△観測水位による再現調整が未実施の段階では、予測水位・流量の信頼性が低いため定量的な検討は不可

○全体的な地下水流れの方向性や、地下水位分布や湧水域分布の傾向はある程度参考となる



ま と め
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・取組開始の段階で、地域の地下水のイメージを持つことが重要です

・公表されている資料から多くの情報を得られる場合があります

・一斉測水には地域の様々な既存井戸の活用が有効です
（ただし複数の帯水層から取水している井戸などに注意）

・継続観測は最低限の箇所数から段階的に充実させる方法もあります

・水循環解析は現地調査データが十分でない段階からでも活用できます
（ただし、解析結果の信頼性は必ずしも高いとは限らない点に注意）


